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t 

った医療費分のお金が
込ミ量れるというこ

とですが、いつごろ娠り込
まれますか?2億一回ると受酪包

月から 2ガ月後の末日巴撮り込まれ
ま菅。例えば7月中E受主主した燭含I<l:、
9月30日巴振り込まれま昔。

lまカ、IこleI:、

怠点が蛮わりますか?

今までの制度

受益者負担金は?

15年6月以前に受診

どう怠りますか?

a‘a邑 ま定申損していない医療費がある
て£姐'‘場合I<l:、点数証明書またはd.$療明細、
I1'fi甲開廷保険内点数ガ記鼠され定領収・を市
は旦J¥:- 役所へお持ち巴主主り、必ずa3察を受

けた月の翌月から 1年以内巴申摘し
てください。例えば7月中E市役所
で申踊する錫合、昨年7月以降巴受
診しだ分ガ申請できます。

乳幼児(小学校入学前のお子さんI!制度を社会全障で支え合うという趣旨から、 1か月 1医療機関等につ
医療は、点数証明白手数料100円 Iき300円の受益者負担金を皆さんにご負担いただきます(振込金額から
が自己負担

入院時の食事に必要となる費用は?

全額補助

老人医療の対象者は?

65歳から70歳までの祖り暮らし老 Et 65穣から7日韓までの低所得老人
人と低所得老人(老人保健と同じ Fi 1老人保健と閉じ 1劃の負担)
1割の負担l ・
乳幼児(小学校入学前のお子さん)医療の対象は?

3歳まで 全員 』

4歳から小学校入学前までのお子 E子育てを応援するため、 3歳までは全員。
さんは、親の所得が一定額吾超え I4議カる 学校入学前までのお了さん1;; 親の所得力.一定額を超えで
ている場合(児童手当法の本則に 1，る場合(児童手当法の特例給付に!f<当)1;1_ 1日でも入院すれば対象
m当)は、同じ月内で続けて10日 Eとならます。
以上入院すれば対量

障害者医療の対象者は? -Z司身障手帳 1-3級、唖膏手帳A1 ，今まで対車だった方のほかに、精神障害者保健福祉手帳1級をお持ち
~B 2をお持ちの方など lで住民税非蝶税世帯の方の通院医療費を新たに対象とします。

母子・父子家庭医療の対象者は?

父子車
対車

lIl'l立 高骨組韮虫色ト世需がr

ほどねえ。

る定の所得額以下の方

ほかに分から怠いことがある時leI:e:'うすればいいの?

靴械は問所へご相 談
く定さい。係員が親身巴怠っ
て皆さんのお!dfr伺います。

1丘丘16 [4) 



蹴麟制J 憲章~自動給付方式がスタート~
背景巴、福祉医療制度を将来巴わたって続けることができるよう、長野

し、新しい「長野モデル」をつくるだめ、平成13年11月に長野県と県内

り万検討委員会」から、昨年8月巴『建言曹』ガ出されまし定。

7月受髭分からスタ トします。

社会主体で制度を支え古う「受益者負担」の導入

、対量となる皆さんの負担ガ急滋巴変わることのないよう、合までの

るかぎり守つだ内容としました。

」って何ですか?

「償還払しリ方式

お医者古んにかかった時に医療費を支払った後、翌
月白10固までに点数E明ーなどを添えて市役所へ申請
すると、支払った額力満定の口座に掻D込まれました.

『自動給付j方式

医曹費を支払った陸、今までのように市喰所へ申摘
し忽くても.自動的に支払った方の口座に撮り込まれ
ます。
*CI:壇~する時，"，受給者医を必ザ提示してください。
申県外で受倍したり、自勘給付方式酎守ってし唱し1医療晴樹
恕どで受E参した場合ま 今までどおり申調が必要となります。

って何ですか?

.自動給付方式のしくみ.

認定申請曹を提出
(年1回)

@受給者証在

提示して受
診し、医療
費を支払う

医療機関など

⑤集計表

を送付

設1刊誌直険
7月時輔甜は1，..0 / 

聞に1 、防可7

※費鎗者証ほ毎年更新しま'1.
※含まで畳省者Eほ担当ずる万由I犬況Eょっ
ていくつかE分かれていまし径が、 7月か
ら同じ費省者証広三怒りま君。

仁¥

砂5月中に受給資格認定申請書在、対象となる皆さんにお送口しま
すので、必要事項を記入して、期日までに提出してください。

※医療機関右手どの窓口で保険1<といっしょE
必ず提示してく古さい。

[5 J 1五五16

砂新しい受給者置は、 B月中にお送口します(今までの受給者証は
申請が終わるまで保管してください)。



~平成14年度~

情報公開制度
運用状況

個人情報保護制度
平成12年 4月 l日から施行している情報公開条例と

個人情報保護条例の運用状況をお知らせします。 この

制度は、市が管理している文書の公聞を求める権利を

市民の皆さんに保障し、聞かれた公正な市政の推進と、

市民の皆さんの市政への書加を促進する ことを目的と

しています。市民の皆さんの請求に応じて、市が保有・

管理している文曹を閲覧していただいたり、その写し

を交付することで公開を行っています。なお、個人に

閲する情報などについては、全部または一部が非公開

となるものがあります。

情報公開制度に基づく請求の内容
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書議会等の開催状況

総務課文書法規係
(fi23・5332)

今回は、昨年度(平成14年 4月 l日~平成15年 3月31
日〉の運用状況についてお知らせします。

昨年度は、情報公開白調求が 6件ありました。 そ白

内容は下表のとおりです。なお、個人情報由凶示請求

はありませんでした。

情報公開請求と個人情報の開示鵠求白内容について

は、市のホムベジ(http://www.city.ueda.nagano.jp/)

でもご覧になれます。

今桂も市民自皆さんが利用しやすい制度の適用に努

めていきます。

市長 公開

総務課行政管理係
(fi23・5332)

， ~se ~~.，~__~， H 市では、審議会の透明性と公正性を確保し、聞かれた市
|公開 ・非止開等の別 目

言号室富JLSト 1曹聴者世] 政在進めるため、会識の公開や会議憾の公開を行ってい

i |公開 部止開非公開 f 目 ます。平成14年度の審議会等の開催状況は左のとおリです。

( I 62 I 1曲 I 101 I 2 I 6 I 39 I 会議開催の日程や会議概要は、上回甫ホムベ ジ(http
l I ，.， I 1. I j / /www.citv.ueda.nagano.jpj)にも掲載しています。

また、市役所本庁舎 1措行政資料コ ナ 、豊殿・塩田・川西の各支所でも量料の閲覧ができます。

岳会識の内容や傍臆の詳細については、各担当課へお問い合わせください。

審議会の委員を公募

上田市鰻観奮息長会

市長のお聞に対して寅慨に必要な審識
を行います.
・東観形成基本計画開策定
・策観形成重点地区の指定と地区景観
形成方針・，.携の決定

・都市費翻貧表彫に関するととなど
任期 7月1日~平成17隼6.E130日

所定の聞込e<笥1市計画課にあ
ります)に「震要建築物と畏観」
またはf都市環観賞」と題したレ
ポ ト(800字以内・書式自由〉を
添えて、都市計画謀に提出して
ください.

1人

市内にお住まいの20歳以よ75綾山下の方
(学生の方を除きます。公募で多面できるのは、 1人
1奮概会までです)
レポ トと面援により決定します。

5月30日程鉛
都市計画繰
(ft23'5127) 

日~平成1対事3月3t日
6月E日開 3人 廃但棄E物2・対m策掴標} 
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リ
ン
ト
紙
に
印
刷
し
、
オ

一
国
対
象

5
置
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の

…

リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
完
成
さ
せ
ま

程
聾
者

・

す
.

…
・
と
き

5
月
却
日
出

…

…

・

定

員

由

人

…
・
定
員

市
人

午
前
叩
時
S
正
午

…

"

・

申

込

み

"

・

嘗

加

料

1
0
0
0
円

…
圃
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

…

“

5
月
拓
呂
田
ま
で
に
、
は
が
き
、

“
・
持
ち
物

H-内
容

ハ
ー
プ
由
香
り
に
は
買
持
ち

日

・

F
A
X
ま
た
は
電
話
で
「
6
月
親
子

"

自
の
T
シ
ャ
ツ
{
プ
リ
ン
ト
し
た

昭
和
担
年
か
ら
一
貫
し
て
野
球
の
掴

…

を
安
定
さ
せ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

…

“

パ
ソ
コ
ン
軸
書
冊
へ
、
郵
掴
車
寄
・山

い
イ
ラ
ス
ト
や
桔
が
あ
り
ま
し
た
ら

噂
に
揖
わ
り
、
審
夏
合
わ
せ
て
叩
回
の

一

助
用
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ハ

1
7の
…

「
軸
争
与
す
ど
も
た

+Tそ
し
て
?

"

億
附

・
氏
名

・
年
齢
電
話
番
号
を

山

お
持
ち
く
だ
さ
い
)

甲
子
置
出
場
を
果
た
し
た
曜
を
代
表
す

一

育
て
方
や
利
用
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

…
什
」
を
テ
マ
に
「
融
争
の
加
世
紀
」

一

E
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

…
・
申
込
み

る
名
監
督
・
中
村
良
睦
さ
ん
の
晴
置
を

"
・
購
師

小
林
あ
き
さ
ん
(
星
野
県
草

一
を
戦
場
第
一
棉
で
蝿
り
融
け
た
キ
ャ
パ

"
・
そ
の
他

申
込
み
多
散
の
場
合
は
抽

山

6
月
5
日
嗣
ま
で
に
は
が
き
、

F

聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ス
ポ
ツ
だ
け

…

草

指
導
員
)

…
の
作
品
と
、
そ
の
志
を
曜
い
だ
職
場
ヵ

“

理
と
し
、
結
果
は
陪
が
さ
で
申
込
者

…

A
×
ま
た
は
電
話
で
、
「
オ
リ
ジ
ナ

で
は
な
く
、
青
少
年
育
成
に
間
心
の
あ

…
・
定
員

先
着
却
人

一
メ
ラ
マ
ン
た
ち
の
写
真
1
6
0点
を
展

一

念

寅

に

週

間

し

ま

す

。

…

ル

T
シ
ャ
ツ
」
慌
へ
郵
恒
番
号

・
住

る
方
ぜ
ひ
ご
書
加
く
だ
さ
い
。

…
・
書
加
料

情
料

…
示
し
ま
す
。
同
時
に
、
信

a耳
目
新
聞

"
問
ヨ
同
司
司

4
寸
調
剤
胡
坦
け
圃
'
…

所

・
氏
名

E

宰
齢

・
電
話
番
号
を
お

・
と
き

6
月
6
目
出

…
圃
申
込
み

電
話
で
国
保
年
金
隈
へ

…
「
号
外
」
で
見
る
1
3
0年
展
も
開
憧

"
・
国
図
嗣
困
問
問

n阿
国
圃
・
・
・
・
・

山

知
ら
せ
く
だ
さ
い
.

午
後
7
時
i

ご
l
I
B
i
l
l
i
-
-
-ー
ノ
…
し
ま
す
.

“
・
と
き

…
・
そ
の
他

-
と
こ
ろ

よ
田
市
文
化
会
票
l
ル

…
一
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
…
・
と
き

5
月
刊
日
中
6
月

日

回

…

6
月
7
自
国

…

小
学
生
以
下
の
方
展
警
厚
。

(
材
木
町
)

…

晴

附

鷹

に

団

内

L
…

(
月
曜
日

i

…

・

1
回
目
午
後
1
時

四

千

…

申
込
み
多
聖
書
は
抽
選
と
し
、

・
調
理
「
ス
ポ
ツ
指
導
者
に
求
め

…一間

E
E
E
E圃
・

…

・

と

こ

ろ

松
本
重
荷
曲

目

2
時
四
分

…

草
は
は
が
き
で
申
込
者
全
員
に
通

ら
れ
る
も
の
5
人
づ
く
り
チ
l
ム

…
「
l
田
監
酎
・
・
・
E
・
E
・
-
-
-
-
・
…
・
入
場
科

大
人
1
0
0
0円
(
前
売

“

・

2
回
目
午
撞
5
時
四
分
i

…

知
し
ま
す
。

づ
く
り
の
実
践
3
」

…
m
U
M
m
H
H回
目
酬
聞
出
回
・
・
・
・
・

…

り
8
0
0円
)
、
市
車
以
上
2
0
0
…

6
時
四
分

山
両
凶
嗣
凶
同
間
同
凶
回
附
岡
剛
悶
田
園
・
・

・
闇
師

佐
久
星
量
高
校
野
車
部
監
薗

…
・
と
き

5
月
お
日
樹

…

円
、
中
牢
生
以
下
情
料

“
・

E
』ろ

主
化
ホ
ー
ル
(1
暗
)

…
・
と
き

6
月
同
日
出

中
村
良
種
さ
ん

…

午
前
叩
時
四
升
5

一
、
l
I
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ノ
“
・
出
調
書

む
ご
ん
劇
か
ん
ば
に
い

・山

午
前
9
時
四
分
3
刊
時

.
入
場
料

開
料

…
圃
と
こ
ろ

1
階
大
広
間

ニ

上

田

創

造

館

一

“

聖
フ
サ
ヨ

・
小

泉

罰

…
・
と
こ
ろ

科
学
童
厳
重

…
・
そ
の
他

車
代
と
し
て
回
円
い
た

…

肩

佐

山

|
|

L

…

要

書

1
3
0
0円
前
売
り
)

…
・
問
書

だ
き
ま
す
.

…
一
岡
田

E
僻
E

・・圃圃・・・
"

1
5
0
0円
(
当
日
)

…

小
川
や
水
田
、
地
の
中
の
プ
ラ
ン

…
・
嗣
伺
凶
嗣
什
閉
同
国
岡
臼

u
m
m例
W
一
「
1
・
島
国
・
・
・
・
・
臨
E
E
Z
E
E・
…
・
軍
軍
帯

軍
桂
3
人
目
か
ら
1
0
0
山

ク
ト
ン
を
顕
世
観
で
観
瞳
し
ま
す
。

…
・
と
き

5
月
四
日
凶

…
曲
凶
国
間
醐
同
国
闘
凶
回
圃
・
・
・
・
・
・

"

0
円

…
・
定
員

白
人

午
前
叩
時
四
舟
5

…
・
と
き

6
月
7
日
出

“
圃
j
叫
司
」
調
副
司
副
司
岨
岨
週
司
聞
こ

・
書
加
料

需
料

…
・
と
こ
ろ

2
暗
中
広
間

一

午
前
9
時
四
分
5
刊
時
四
分

一
圃
回
脳
同
悶
酬
四
回
開
閉
酬
幽
.
.
.
.
.
 “
.
申
込
み

一
-
そ
の
他

軽
い
運
動
の
で
き
る
宜
度

…
・
と
こ
ろ

パ
ソ
コ
ン
室
(
4
暗
)

“
・
と
き

6
月
刊
日
出

…

8
月
日
日
開
ま
で
に
、
電
話
ま
た

で
ご
診
加
く
だ
さ
い
。

…
・
内
容

「
お
父
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
i

・

午
後
1
時
担
分
4
3
4
時
却
升

川

は
F
A
X
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
.

闘
信曇;

U 

自
然
の
香
り
を
楽
し
む

(ハ
l
ブ
で
楽
し
く
元
気
に
)

r 
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信報ラるだ、UEDAINFORMATION 

“
く
宇
ぷ
闇
座
を
開
櫨
し
ま
す
。
こ
の
摘

.
座
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も

…
楽
し
く
受
摘
で
き
ま
す
.
全
6
回
の
う

思
笥

“
ち
且
眠
撞
の
2
回
は
、
実
際
に
苗
に
出
る

“
「
タ
ウ
ン
ウ
オ

y
チ
ン
グ
」
な
ど
も
予

t

山
定
し
て
い
ま
す
。

5
月

剖

日

出

…

・
と
き

午
後
1
時
担
升
3
4時
四
分
"

・
6
月
担
目
刷
、

7
月
9
目
刷
、

・
対
象

パ

ソ

コ

ン

桂

融

者

…

7
月
四
日
刷
、

8
月
6
日
同

国
定

員

市

人

…

午

撞

7
時
6
3
8
時
枯
骨

-
量
購
料

2
0
0
0
円

…

・
8
月
四
日
出
、

9
月
6
日
出

血
凶
幽
出
照
同
凶
同
国
.
.
.
.
.
.
.
 ，
山
午
桂
1
時
四
分
5
4時
相
分

-
と
き

5

月

羽

田

岡

"

圃
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
視
聴
貴
重
ほ

午
前
叩
時
5
正

午

山

か

・
封
量
閉
山
者
か
ら
桂
昌
覇
者
ま
で

…
・
対
象
市
民
と
市
円
へ
の
通
勤
者

・

圃
定
員

叩

人

…

通

牢

者

-
相
酷
料

情
料
(
要
事
前
電
話
予
約
)
.
・
隅
師
韓
首
孝
則
さ
ん

(
N
P
O壇

人
ル
l
パ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
理
事

畏
、
信
州
大
学
大
学
院
晴
師
)

-
定
員

四

人

・
畳
間
科

2
9
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト

代
等
)

・
申
込
み

先
省
煽
で
憂
け
付
け
ま
す
.
信
町

氏
名
、
電
信
番
号
を
都
市
計
画
醜
へ

ご
遣
描
く
だ
さ
い
。

届
且

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D

各
種
セ
ミ
ナ
ー

-
と
き

5
月
引
日
出

午
桂
1
時
四
分
5
4時

.
対
象
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

-
定
員
時
人

・
畳
間
料

-
と
き

1
5
0
0円

軍事ァロ日雇百午スク 宮古定み里サト士朗 警の加ヶ里敵F F告芸芸
敵芸ク磨署型rl思考り語科重量イへ曜活多 的方しツ象地 こ き 再 1い

ド;L圃勤 時ン日の12鮮当事:ま市夫ろ甫午6E32
在員闘霊引ま!見Z4刊号ESz)EEU持品目料聖
子 で圃ヨ シ|411 日 憧抽元広‘雪をに Eきで 11リ古 30出 伝 1喜
み 描園調 引 時 、 内 閣 回選ヲnげご可担、 有市、は升 いタ毒
'z <・・B岨 ト|ズ受工ま 出。"'まみ「棋不 2ろに 7 31ン中 S を j 峯υ圃劃i;i盟主引iiiiγ戸中
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ijiiiiii岩園開開訓告;;ENL5Ai
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色
車
と
最
闘
の
閉
館
怖
を
分
か
り
ゃ
す

ふ
ろ
し
さ
市
」
の

出
庖
者
募
集

フ
リ
l
マ
l
ケ
y
ト
「
ふ
ろ
し
き
市
」

に
出
后
希
望
す
る
方
を
轟
轟
し
ま
す
。

フ

リ

マ

ケ

y
ト
を
経
験
し
た
こ
と

持
ち
帰
る
喜
つ
心
が
ロ
手
し
よ
う
。

上
回
の
す
べ
て
が
分
か
る

「
上
田
市
誌
」
を
お
手
元
に

市
制
施
行
田
周
年
配
念
版
白
上
田
市

臨
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
.

-
醍
利
分
{
通
し
番
号
}

白
熱
幅

(
1
3
3
)
・
歴
史
幅
(
4

5
叩
)
・
近
現
代
幅
(
M
S
叩
、
市
3

目
、
白
)
・
民
値
幅
(
白

5
m
)
・
文

化
財
掴
(
幻
)
・
人
物
掴
(
団

)

E

別
巻

2
「
図
で
見
る
商
や
村
の
移
り
変
わ

り
」
(
却
)
の
剖
冊

-
価
格
全
量
セ
ッ
ト
は
4
方
5
0
0

o円
。
帽
ご
と
の
お
申
し
込
み
一
冊

当
た
り
1
5
0
0
円
(
送
料
は
別
)

-
見
本

軍
一
物
は
各
支
扇
・
公
民
瞳
に

も
情
正
一
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

F

、。
E
L
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今
年
置
、
醐
星
野
県
下
水
道
公
社
で

行
わ
れ
る
下
水
道
排
水
世
情
工
事
責
任

控
補
者
の
更
扇
情
宙
お
よ
び
世
融
の
日

程
は
左
衰
の
と
お
り
で
す
。
申
込
方
法
・

時
聞
な
ど
、
詳
し
く
は
営
揖
臨
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

捕
の
習
樽

・
財
量
問
調
以
上
で
働
く
意
慣
の
あ

る
人

-
定
員

四

人

・
受
輔
料

テ
キ
ス
ト
代
5
0
0円

・
申
込
み

6
月
2
日
開
ま
で
に
よ
団

地
域
シ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
へ

に
ご
椙
酷
く
だ
さ
い
.

・
と
き

6
月
旭
日
同

午
碓
1
時
5
4時

・
と
こ
ろ
リ
ヴ
ィ
ン
上
回
居
地
下

ー
暗
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

…
・
内
容

O
「
闇
金
融
」
か
ら
の
空
黙
の
電
話

。
借
金

・
手
彫
の
取
立

O
用
心
構
料
な
ど
の
金
の
要
求

。
笠
通
事
故
轄
の
吊
臨
介
入

O
軍
屡
立
過
ぎ

・
不
動
産
問
題

圃
そ
の
他

な
お
、
星
野
県
暴
力
追
盟
県
民
セ

ン
タ
(
星
野
県
庁
東
庁
舎
)
で
は
、

平
日
午
前
8
時
四
八
甘
か
ら
午
碓
5
時

ま
で
、
面
撞

・
電
話
で
暴
力
団
等
の

固
り
ご
と
相
世
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
貫
軽
に
ご
連
輯
く
だ
さ
い
。

量
軍
用
聞
は
3
か
月
で
、
不
用

品
の
紹
介
は

1
自
に
つ
き

1
晶

(
1件
)
で
す
。
取
引
は
情
料
で
、

当
事
者
の
置
怪
に
お
い
て
交
接
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

糸
こ
こ
で
は
一
部
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

1互丘 16[10 ) 

.6月の組大ごみ回収目
6月21日出…塩田支所駐車鳩
回収時聞は午前10時~正午。処理費1fI(実費)がかかります.

7月"日開ん
B月8日樹

9月4日開更新偶冒

畳験鵬冒・
2式験豊付け

-
と
き

6
月
日
日
凶
か
ら
目
白
嗣
ま

で
の
う
ち
7
日
間
(
午
前
叩
時
5
午
韓

3
時
)

-
と
こ
ろ

市
別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー

-
内
容

師
瞳
揖
輔
の
墨
瞳
知
町
と
控

地
域
の
将
来
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
市
民
の
皆
含
ん
と
市
町
村

吉
併
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
た
め
、
合

併
に
闘
す
る
出
前
晴
座
を
匝
喧
'
付
っ
て

い
ま
す
。
人
散
を
問
わ
ず
脱
明
に
閣
い

ま
す
の
で
、
百
買
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
合
併
に
つ
い
で
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
憲
昆
も
お
持
ち
し
て
い
ま
す
.

・E
メ
l
ル

官
召
m-⑥
巴
ミ

c
旦
ω
コS
6
2
0
」司

女
性
に
対
す
る
畢
力
や
セ
ク
ハ
ラ
・

性
差
別
な
ど
の
女
性
に
闘
す
る
悩
み
ご

と
、
夫
婦

・
親
子

・
相
続
な
ど
軍
庭
内

に
お
け
る
悩
み
ご
と
、
い
じ
め

・
体
罰

な
ど
の
子
ど
も
に
閉
す
る
悩
み
ご
と
な

ど
に
つ
い
て
、
女
性
人
権
撞
瞳
草
委
員
が

相
臨
に
応
じ
ま
す
。
相
酷
は
情
料
で
、

輯
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
買
軽

「

交
通
災
害
共
置
は
、
交
通
車
龍
で
ケ

ガ
を
し
た
り
亡
く
な
っ
た
方
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
会
置
か
ら
見
揖
金
を
お
支

払
い
す
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

年
金
置
は
1
人
5
0
0円
で
、
加
入

者
が
て
く
な
っ
た
時
は
1
0
0万
円
、

け
が
を
し
た
時
は
全
治
期
間
に
略
し
て

1
方
5
0
0
0円
5
市
万
円
の
見
贋
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。
万
一
の
寧
故
に

欄
え
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
.

暴
力
団
間
保
で
お
困
り
の
方
、
相
世

隔
料
・
輯
宮
艦
守
で
弁
置
土
・

E'm官

等
が
相
酷
に
の
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
白
書
事
国
軍

・
交

番
・

駐
在
所
へ
。

・
と
き

6
月
叩
日
凶

午
撞
1
時
5
3時

-
と
こ
ろ

上
田
嘗
曹
署
相
酷
室

下
堀
地
区
内
ハ
イ
パ
ス
・

花
壇
の
愛
称
が
決
定
/

干
曲
川
と
ハ
ブ
構
を
首
援
に
、
景

喧」
9

し
い
E

軍
観
を
劃
り
出
し
て
い
る
下

堀
地
区
内
バ
イ
パ
ス
と
花
湿
の
愛
訴
が

止
の
と
お
り
壊
ま
り
ま
し
た
.

-
バ
イ
パ
ス

下
堀
ハ
l
ブ
ロ
ー
ド

.
酉
花
塩
や
す
ら
ぎ
花
壇

-
車
花
園
ふ
れ
あ
い
広
場

t 

マ
百
科
事
典
〈
小
学
館

・
全
郡

巻
)

V
冷
蔵
庫
マ
電
気
こ
た

つ

V
三
輪
自
転
車
守
都
市
ガ

ス
用
ス
ト
ー
ブ
マ
和
だ
ん
す

マ
洋
服
だ
ん
す
マ
ソ
フ
ァ
ー

マ
カ
ウ
ン
タ
ー
用
い
す
マ
貴
卓

周
子
l
ブ
ル
マ
ル
l
ム
ラ
ン
ナ
ー

マ
シ
ュ
レ
ッ
ダ
l
(軍
庭
用
)

マ
熱
情
魚
水
槽
マ
ミ
シ
ン
マ

書
物
た
る

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト

マ

ベ

ヒ

カ

マ

ベ

ビ

ベ

ッ

ド

マ
童
車
用
い
す
(子
ど
も
周
)
マ

電
子
レ
ン
ジ
マ
子
ど
も
用
自
転

車

マ
子
ど
も
用
三
輪
車

マ
ガ

ス
オ
ー
ブ
ン
マ
ベ
ッ
ド

マ
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

マ
健
車
自
転
車

マ
テ
ン

ト

マ

ピ
ア
ノ



.緩自動.'1拠 金 納

便利で確実な口座掻笛のご利用を

お械口広場の仮設ロータリ一変更
上田駅お域口の再開発事業に伴う広場造成工事につ

いて、市民の皆さんにはたいへんご不使、ご迷惑をお

かけしています。

広場東側は一部を除いて造成工事がほぼ終了したた

め、 5月B日からは仮設ロータリーを変更して、広場

西側の造成工事に着手しています。

これに伴い、下図のとおり広場内の通行形態が変わ

りましたので、皆さんのご協力をお願いします。なお、

お城口市営駐車場をご利用の際は、広場東側の岨般ロ

タリーから駐車場に入ることができます。 ー

また、駅周辺の商業施訟は今までどおり利用できま I ( 
すので、駅周辺の案内曹桓に従って通行してください。

母袋市長が市政に対する皆さんの

ご意見を直接お瞳きし、「生活者起

点」の市政運宮申書考にさせていた

だく「市民と市長町田Jを開櫨しま

す.書参加を希望される方はお申し込

みください.

な呂、関保職員も同席させていた

だきます。

.問合せ 上田駅周辺整備現地事務所(冒23・3432)

-と き 6月25日剛午前10時~正午

・ところ 市長室(市世所本庁舎3階)

.対象 市内住住か在鋤の方(グループでも可〉

.事聾人数 5人(組)

圃懇臨時間 l人(組)につき20分程度

園申込み

… 直
上田駅

はがき.FAX' Eメールのいずれかに必要事項を配入し、 6月58捕まで

[必着]に取し込んでくださも、。

ela入事項

桂所・氏名・年齢・車除草・電話番号 ・話したい内容(市政に関すること)を

記入して〈ださい。なお、グループでの申込みの場合11，.加入敏と代理者

の住所 ・氏名などを記入してください。

・聞込先

「はがきJ.....油6.8601 上田市世所鶴奮聾内 「市民と市長の日」係

rFAXJ 闇23・5111 上回市置所秘書盟内 「市民と市長の日J係

rEメ ル」 アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp(例名を、 「市民

と市長のB申込み」としてくださL、〕

圃その他

応募者多置の場合は、袖遣をさせていただ〈勧合があります。捌曲目の一

週間ほど前に、申込みの結果を全員の方にお知bせします。

.問合せ 泌書課(..22・41田園1112)

-ウィークエンドリサイクル6月の日程
自腹局間隠午前1咽 ~正午【陽園・守).

8月7日出 ツルヤ大鹿慮、マツヤ土園篇(111ft)
e月14日比ト西友敏和底、西友三鰐.，庫、Aコープコア泡聞広
8J.121B出 マツヤよ図インター慮、やおふ〈土地・底

(11) 15.5.16 Uのぴん、缶、富抵 省布11<雌tまます. 81J28B怯トジ.スコ上園慮、しおだ野シ.， ピングセンター

t 
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江
戸
時
代
を
中
心
と
す
る
古
文
・
の

解
臨
調
習
会
で
す
。
婁
障
の
史
料
に
よ

り
よ
田
の
歴
史
を
牢
び
ま
す
。

相
心
者
白
方
の
ご
書
加
も
歓
迎
し
ま

す。-
と
き

6
月
刊
日
か
ら
来
年
3
月
ま

で
の
毎
月
草
2
土
曜
日
午
桂
1
時
四

分
5
3時
四
分

-
と
こ
ろ

山
本
鼎
位
念
館
慣
習
室
(
初
回
}
日
か

・
輔
師

槽
物
館
職
員

-
定
員
田
人

.
霊
情
料

・
申
込
み

へ

2
0
0
0円

受
園
料
を
春
一
え
て
博
物
園

上
田
市
文
化
宣
揖
事
揖

へ
ン
デ
ル
作
曲
「
メ
サ
イ
ヤ
」
潤
聖
書

よ
団
地
壇
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る

宗
教
音
量
の
世
界
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

・
と
き

6
月
四
日
間
午
後
2
時
開
凋

・

{
午
撞
1
時
四
八
宵
開
渇
)

圃
と
こ
ろ

市
民
主
曲

.
入
場
料

1
0
0
0円
(
全
席
自
由
)

・
入
場
券
取
扱
い

茸
光
堂
楽
器
居
、
教
育
委
員
会
生
涯

牢
習
程
、
中
央
公
民
曲
、
市
民
会
館

-
そ
の
他

申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
で
き
ま
せ
ん
。

2
0
0
3年

上
田
市
民
ゴ
ル
フ
大
金
書
加
害
事
聾

図
-
や
量
料
の
特
別
盤
理
の
た
め
、

次
の
期
間
休
睡
し
ま
す
.
利
用
者
の
皆

さ
ま
が
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
大

間
な
作
車
で
す
の
で
、
ご
理
解

・
ご
協

圃
と
き

7
月
5
日
出
3
7
日
間
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
と
こ
ろ

グ
ラ
ン
ス
テ
ー
ジ
カ
ン
ト
な
お
、
体
箇
中
の
本
の
返
却
は
、
本

リ
i
ク
ラ
ブ
丸
子
コ
ス
瞳
正
面
玄
関
と
東
口
の
「
返
却
ポ
ス
ト
」

圃
種
目

泊
ホ
ル
ヱ

・
ス
ト
ロ
ー
ク
へ
お
願
い
し
ま
す
。

プ
レ
イ
・
新
ベ
リ
ア
方
式
(
①
一
般
ま
た
、
特
別
聾
理
の
体
館
中
、
工
コ

の
師
②
シ
ニ
ア

・
レ
デ
ィ
ス
の
ル
書
加
図
.
歯
{
丸
子
町
東
部
町

・

部
)

山
堰
堀
町
・
真
田
町

・
青
木
村

・
豊
門
町
)

・
対
象

市
内
在
住

・
在
勤
の
方
(
ア

…
は
開
歯
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

マ

チ

ユ

ア

)

"

さ

い

。

・
定
員

各
自
と
も
3
0
0人
(
先
着

…
・
体
曲
目

順

)

山

本

館

6
月
8
日
間

s
u日
掛

-
嘗
加
料

2
0
0
0
円
ヲ
レ
フ
ィ

…

創
造
館
升
童

6
月
9
日
間
5
日
日

①
5
日
出

・
6
日
闘
は
9
0
0
0
山

圃

円
[
食
事
代
込
み
]
②
7
日
聞
は

u
i
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

5
8
0
0円
〔
食
事
代
込
み
〕
)

…
一
よ
田
市
文
化
宣
掴
事
幽

-

・
申
込
み

所
定
の
用
紙
(
体
育
眼
に

…
一
岨
里
t
登
山
剛
幅
開
田
田
辺
要
請
一

あ
り
ま
す
)
に
費
量
名

・
住
所

・

…

目

以

出

型

亡

部
門

・
章

星

空

の

う

え

、

三

一

間

署

臨

軒

E---

ず
書
加
料
を
添
え
て
5
月
訪
日
開
午

…
「
回
廊
闘
圃

'E・

EE-----

前

9
時
か
ら
け
時
ま
で
は
市
民
第
二
一
天
才
シ
ャ
ボ
ン
玉
博
士
サ
ボ
ン
氏
と

体
育
曲
2
階
会
瞳
室
へ
、
同
日
午
桂

一
小
泉
生
年
が
く
り
ひ
ろ
げ
る
笑
い
と
事

1
時
か
ら
6
月
幻
自
固
ま
で
は
体
育
…
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
轟
し
も
う
ノ

臨
へ
(
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま

“
.
日
穣
帯
右
下
賓
の
と
お
り

せ
ん
}

"
・
入
場
料

3
揖
児
以
上
1
3
0
0円

{ 

章
旗
#
1
0
0
0円
(
章
旗
3
人
目

か
ら
)
、
当
日
券
1
5
0
0円

-
入
場
券
取
担
い

上
因
子
ど
も
劃
場
、
よ
田
劃
造
曲
、

教
育
垂
員
会
生
雇
学
習
醒
、
中
央
・

西
部

・
上
野
が
丘

・
川
西
各
公
民
簡

午後5時

午後e
①午後 1時30分
@芹後 s 時3~

幕
末
維
新
聞
の
上
回
に
つ
い
て
‘
広

く
政
治

・
睦
清
・
文
化
の
輯
方
面
か
ら

学
び
ま
す
。

-
日
程
等

右
下
衰
の
と
お
り
(
時
間

は
耳
目
午
桂
1
時
却
八
円
4
3
3時
)

-
定
員

団

人

.
霊
園
料

・
申
込
み

へ

1
0
0
0
円

畳
間
料
を
謂
え
て
博
物
園

1丘五 16[12 J 

「
生
涯
牢
習
都
市
宜
曾
」
に
は
、
次

の
5
つ
の
廟
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
車
重
さ
れ
る

社
会

②
社
会
全
体
の
瞳
全
さ
が
量
裡
さ
れ
る

社
主

③
共
感
体
瞳
(
共
に
学
ぶ
喜
び
を
八
甘
か

ち
あ
う
体
脂
)
が
充
翼
し
た
社
会

④
共
生
間
保
(人
と
へ
か
、
人
と
自
開

が
宜
え
串
う
聞
係
)
が
成
熟
し
た
社

会
⑤
固
有
田
文
化
‘
自
問
が
大
切
に
さ
れ
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ぐ

る
社
会

…

学

習

醒

生

雇

学

留

保

へ

…

圃
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
、

…

育
児
に
つ
い
て
の
相
酷
や
お

Eい
の

…

こ
れ
ら
の
廟
い
の
実
現
を
目
指
し
、
…

・
締
切

6
月
5
日

間

…

田

歳

、

以

ょ

の

男

性

…

情
報
父
換
を
聾
ね
た
、
乳
幼
児
を
お
持

一

広
く
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
効
果
…

・
そ
の
他

応
曹
多
数
の
場
古
は
、
選
…

・
定
員

初

人

…

ち

の

出

母

さ

ん

、

お

父

さ

ん

の

交

流

の

…

的
な
生
産
学
習
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

一

考
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
…

・
曹
加
料

5
0
0
0
円

…

た

め

の

「

広

場
」
を
聞
き
ま
す
。

E
じ
…

霊

会

委
員
を
公
葬
し

ま

す

。

…

す

…

自

E
E
M凶
嗣

閤

凶

・

・

…
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
嘗
加
も
…

.
応
募
責
措

市
内
に
在
住
・
在
勤

・
…「
け
け

l
J汁
H
U引
い
引
U
H
H
Y
山
・
と
き

7
月
1
日
か
ら
四
固
ま
で
の
…
大
歓
迎
で
す
。
お
貰
睦
に
ご
書
加
く
だ
山

一
ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
者
募
集
一

在
学
す
る
加
盟
以
上
田
方

…

τkい
ト
ド
H
HH
日
同
同
同
日
目

口

火
・
金
曜
日
(
主
9
回
)午
瞳
7
時
;
さ
い
。

• 

-E
畢
人
員

初

人

以

内

…

百

園
駅
樹
齢

E島
断
酎
圃
・
・

…

8
時
担
分

…
・
日
程
等
下
表
の
と
お
り
(
時
聞
は
…

・
任
期

平
成
行
年
3
月
引
固
ま
で
…
「
園
田
監
酎
圃
陣
臨
凪

EE----・

…
・
と
こ
ろ

自

黙
連
動
公
園
ア
ー
チ
エ

…

耳
目
午
前
叩
時
5
E
午
)

-
報

酬

な

し

…

両

教

室

と

も

、

申

込

み

は

5
月
訪
日

一

リ

唱

・

・
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
士
会
暗
室

.
会
掴
回
世

必
要
に
応
じ
等
監
回
程
山
岡
3
6月
四
日
闘
に
書
加
料
を
訴
え
て

…
・
財
象
学
生
を
除
く
市
内
在
住
・
在
"
・
内
容

度

…

体

育
盟
体
育
据
輿
時

へ

…

動

の

方

…

J4
y
ト
ワ
l
ヵ
ー
の
方
を
中
心
に
"

・
申
込
み

所
定
の
申
込
.
(
生
産
学
"
蘭
同
国
岡
田
岡
閏
闘
岨
四
国
岡
山
回
圃
・

…
・
定
員

叩

人

…

車

し

い

遊

び

ゃ

話
を
し
な
が
ら
交
流
…

• 

習
臨
ま
た
は
市
内
6
公
民
館
に
あ
り

…

E
E
E脳
.
.
.
.
.
 
"
・
嘗
加
料

3
5
0
0
円

一

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ま
す
)
に
必
要
事
理
を
配
入
の
う
え

"
・
と
き

7
月
2
白
か
ら
9
月
叩
固
ま

・

…

・

対

象

O
揖
5
3置
の
乳
幼
児
を
お
…

「
応
募
の
動
欄
」
と
題
し
た
レ
ポ
l
"

で
の
木
曜
日
(
全
叩
国
)
午
前
叩
時
5
…

…

持
ち
の
方

ト
(
A
4
用
紙
1
栓
で

4
0
0
宇
程
…

E
午

“

…

・

保

障
料

度
・

・
式
自
由
)
を
添
え
て
、
生
涯
…

・
と
こ
ろ

…

…

・

そ

の

他

すE
 

室し
紘
断慢"' 4r ス

z市朝
国

制土
平

おもしろくスポーツ

6月2日間
~同27日樹

シルバースポーツ大会

6月15日日

市民ゴルフ大会

太
郎
ゴ
ル
フ
樟
習
所

7月5日出
~同 7日開1

7月26日凶
~同30日制

8月9日出・
10日同

陸上カーニバル

B月10日制

学童野球大会

野球の日野球大会

学童ソフトハレー講習会

B月24日(日)市民水泳記録会

9月-3月

9月7日間

10月12日(印

市民総合体青大会 (16種目)

上小スポーツ
レタリ工ーション祭百3

上田市小県郡
市町村対抗駅伝大会 10月初日間

11月3日間

11月初日間

スポーツ少年団交流会

品、わコとテニス大会

1
章
旗
印
円
(
毎
回
)

骨
回
自
白
書
加
で
す

12月19日樹

スケ一
期閣中
曜日

来年 1月4日間

~同 68ω

スケ 卜指導者講習会

スケ 卜教室・講習会

小学生スキー教室

来年 1月-2月シルハースポーツ教室

来年 1月10日出市民の森スケート場祭

来年2月22日(回小学生ドッジポール大会

来年3月7日(印

[ 13] 

来年3月20日出・
21日(回

学量サッ力一大会

市民輪車大会

1丘互 16



、

H E A L T H 

保健ガイド
| 健康推進課Ifi'!''I!II:fliU I 

-胃検診のお知らせ
E月から 7月にかけて、 35歳以上の市民の皆さんを

対象に、 X線撮影による国の集団検診を行います。既

に申し込んでいる方には、事前Iに案内田はがきをお送

りします。

また、申し込んでいない方でも、当日検査が受けら

れます。

.検査内容パリウムを飲んでからX線で田部の間接

揃影を行います

.受付時間午前7時40分-9時

・検齢料 900円

.検診前に注意すること

O検診目前日の夜9時から検訟が終了するまで、飲

食物はいっさいとらないでくださL、また、刺激

物・アルコ ル類は控えてくださ L、。

O検診時の服装は、トレーナー・ Tンャツ・スウェッ

トJマノツ・ジャ ジなどは、ファスナー・ボタン・

金具類がなければ、そ白まま着用して検訟が畳け

られます。

O胃の手術を畳けた方や治療中の方、妊娠している

方や妊娠の可能性のある方は検診を畳けられませ

ん。

.胃検惨 6月の日程

6月17日t!iJ-19日同 神川地区公民館
川辺町会館 l 

6月20日闘 下堀コミュ二子ィ
センター

6月23日開-25日出

中央公民館
B月初日嗣-27日闘 川防辺災・セ泉ン団タ地ー区

↓ 

日開 手塚公民館 大厘公金堂.rひきこもりJIこ悩むご家族の方ヘ
「ひきこもり」は、さまざまな原因で社会と接点が持

てず、他人との交流を避け、長い間自宅から出られな

い状態由ことをいいます。

何かがきっかけで「ひきこもり」の状態になってしま

い、思い悩んでいるご本人やご家族のために、相談・

吏流会を開催します。

相談員(心理発達相談員・保健師)との個別相談や、

ご家族同士白交流の場として定期的に開催します。秘

密は固く守られます。お気軽にお出かけください。

G U D E 

.6月の相畿日

川西社会福位センタ

13，30-15，30 
6月16日開) 勤労青j>年ホム

誤認祝日 続曾休日と宣伝る場合は変更することがあります.

-献血にご協力を
今、世の中には血植を必要と Lてる人がたくさんい

ます。ほんの少しだけ勇気をください。

9 :30......11:30 

.，.、~.、~.、~.、~.、~.、~.、~.、:

: 6月の乳幼児健康It壷・数量 i

. 

. 

l>豊付時間 ①乳幼児健康器査(4か月児・ l揖6

か月児・ 3歳児) 午後1時-[時45分 ②2揖児教

室午後 l時-[時15分[①、 ②とも畳付は午後0時3
0分から1l>持ち物①乳幼児健鹿詰査母子健躍手

帳、健康器査票〈赤ちゃん手般の中にありますので記

入してお持ちくださ L、。 3繭児は自宅で視力・聴力検

査を実施して、結果を記入してくださ")、パスタオ

ル、おむつ、歯プラン(1棋6か月児)， 3歳児は、尿

検査の容器をお送りしますので、お持ちください ② 

2棋児教室母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、

コップ、おやつ代(実費)、おやつ用はし・フォ クな

どとお血l>問い合わせ健庫推進課(宮23・8244)

4か月

1餓 6か月

3 歳

2畿児教室

・塩国母子健康セン~ー(温困・111西纏匪の方のみ}

| 4か月 6月24日 15.1.16-2 .15 

・111酉祉会福松セン~-(泊困・111西地Eの方のみ}

1 3 歳 6月18日 12.4.1-5.31
12趨児教室 6月10百 13.3:1 ;::;-00- 1 
;;.:温図ー川西地区の1綾6か月児健惨は、 7月に行います。

・個別叩か凋児'U(市内の委託医事鳴閲)

l個別10か月 16月1日-30日 14.7.16-8.15
※対象者には個別に通知します.詳しくは 健康推濯探ハ。

• 

・..........................................
1五五 16[14) 



市内西前山・独鈷山のふもとに、市営「塩田の郷マレッ

トゴルフ場」が4月158圃オ ブンし、書くの市民田方に

利用していただいています。オープンに先立ち、 4月16日

嗣にはしゅん工式が行われました。

この目は、来賓の方々など回人が出席し、「塩田町郷マ

レットゴルフ場」の愛称命名者の表車、テ ブ力ッ卜、試

し打ちなどが行われました。

市営のマレットゴルフ場の中では初めての芝生コースで、

敷地面積は8.4ha。独鈷山・けやき・見晴しの 3コース

(宝54ホ Jレ)が串り、コース延長は約 3kmlC1d=ります。

また、コース内には、県産カラマツ材を4、んだんに使用

した約100人利用可能の体憩所も設置されています。

美しい自然の中で、皆さんもぜひマレットゴルフをお楽

しみください。

営業時間等、詳しくは 「広報うえだJ4月1日号をご覧

になるか、管理事務所(宮39・4455)へお問い合わ廿くださ

し、。

[15] 1丘丘 16
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利用しませんか

「出前ときめきのまち講座」
市職員が、皆さんの学習のお手伝いをする

「出前ときめきのまち講座」は、学習グループを

はじめとして、さまざまE機会で利用されてい

ます。

本年度は、皆さんからご希望のあったプログ

ラム牢ど7件を追加し、 87のプログラム(下衰の

とおり)を用意しました。ぜひご利用ください。

剛
明
方
法

・
申
込
み
で
き
る
方

市
内
に
在
住

・
在
勤

・
在
学

し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
た
5

人
以
上
の
団
体

・
グ
ル
ー
プ

.
料
金

無
料

・
申
込
み
手
順

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
講
座
を
選

生還学習操生涯学習係
(1123・IilO1.〆1123・3745)

-開会せ

-
3
 

②
開
催
希
望
日
の
叩
日
以
上
前

に
生
涯
学
習
課
か
市
内
自
公

民
館
ま
た
は
担
当
課
所
へ
申

込
む
(
電
話
で
の
申
込
み
も

で
き
ま
す
)

③
申
込
み
受
付
巾
後
、

日
時

C 

.11艮美術

c 

プロジェク夕 、スクリ ノも使えます。

実.. 時期会場人政等が指定となりますので、必ず事前に産院にお問
い合わセください，

中央・酉.， .緩南よ野が丘橿図"'函の;;n民館

館内で実纏しますので、必ず'前に趨工隈と日程を聞盤してください.
屡示実肉の吻合、会場"当飯館と窓り、入鎗料をいただきます.

1丘丘 16[16] 
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等
に
つ
い
て
担
当
腰
所
と
申

込
者
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た

後
、
講
座
の
開
催
を
決
定

(
申
込
書
側
で
会
場
の
用
意

を
お
願
い
し
ま
す
)

-
開
催
で
き
る
日
時

平
日
(
月
曜
日

i
金
曜
日
)
午

前
自
時
か
-b午
後
9
時
ま
で
の

閣
で
、

2
時
間
以
内
(
業
務
の

都
合
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え
辛

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
開

催
希
望
日
時
は
複
数
ご
用
意
く

だ
さ
い
)

-
講
座
利
用
状
況
(
平
成
叫
年
度
)

申
込
件
数
回
件
。
申
込
み
が

多
か
っ
た
構
座
は
、
「
市
町
村

合
併
」
「
命
の
宇
級
」
『
男
女
共

[臨轟轟圃!

問
書
画
」
「
上
田
市
町
環
境
問

題
」
な
ど
。

-
そ
の
他

①
希
望
内
容
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

立
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

し
②
年
度
内
に
、
同
じ
団
体
が
同

じ
構
座
を
複
数
回
申
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

③
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的

と
し
た
催
し
の
場
合
に
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

@
こ
の
講
座
は
皆
さ
ん
の
学
習

活
動
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が

目
的
立
の
で
、
苦
情
等
陪
お

受
け
で
き
ま
せ
ん

よ田市の中学校では、保謹者の皆さんや地域の皆

さんと学校が、 体となって教育を考え、聞かれた

学校っくりを進めるために授業を公開し、子どもた

ちの犠子や校舎などの施極を見ていただく「学校へ

行こう週間」を昨年度に引き続き実施します。

ぜひ、この機会にお出かけくださし、。なお、小学

校も本年度から順次実施していく予定です。

・問合せ 学校教育課指導係(ft23・5101)

6月18日嗣
-7月 2日刷

受士 ・日1;除きます
館二中学校

園出前ときめきのまち講座プログラム
e月22日日
~同27日闘

※23日間1;除きます

6月23日間
~固27日圃

第三中学校

第四中学校

館五中学校

塩図中学校

個人情暢保.眼鏡について

.倉市・ょ.市 。白石町
-
4月
定
例
会

4
月
9
日
嗣
開
催
し
た
4

月
定
例
会
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

膏

m--項

一
よ
田
市
指
定
文
化
財
串
良

屠
石
遺
書
置
培
等
の
現
世
壷

更
に
つ
い
て

上
田
市
文
化
財
保
謹
審
議

会
に
諮
問
を
し
て
い
た

B

上

回
市
指
定
文
化
財
奈
良
尾
石

造
多
重
塔
」
、
「
上
回
市
指
定

史
跡
活
文
術
師
遺
跡
(
岩
門

大
日
宜
〉
」
お
よ
び

「史
跡

t 

13 

・a

18 

5~について

15 
上
田
城
跡
」
の
現
状
宜
更
に

係
る
答
申
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
認
し
ま
し
た
。

二
上
田
市
社
会
教
育
委
員
の

聾
嘱
に
つ
い
て

欠
員
補
充
に
伴
う
1
人
の

聾
貝
の
書
幅
に
つ
い
て
審
蛾

し
、
承
恕
し
ま
し
た
。

三
上
田
市
公
民
館
理
官
書
峨

会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
叩
人
の

蚤
且
の
聾
嘱
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
し
ま
し
た
。

固
山
本
鼎
配
意
館
軍
曹
膏
強

会
霊
員
の
聾
咽
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
5
人
の

聾
且
の
聾
嘱
に
つ
い
て
審
議

濫'喝 1
，
 

備

掴

包

調

講

納

得

鋭

殿

山

世

街

綴

細

部

情

↑

1緬

し
、
承
認
し
ま
し
た
。

五

直

称
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

に
つ
い
て

配
置
計
画
聖
に
つ
い
て
審

瞳
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

六
よ
田
市
体
育
指
導
畢
園
町

聾
嘱
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
却
人
の

聾
貝
の
聾
嘱
に
つ
い
て
審
睡

し
、
承
認
し
ま
し
た
。

七
よ
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奮

機
会
書
員
の
量
出
区
分
に
つ

い
て在

期
調
了
に
伴
う
委
員
の

週
出
区
分
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
盟
し
ま
し
た
。
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生酢
向上

一 1511でアメリカ函湾岸の港町ンアトルに遮る明治"年(1902)

アメリカ中西舗の郡市セントポールの美術学綬で学。、
ロサンゼルスで肖像写.'"として.<とともに、奇
術師として舞台に立つ。その後、りトJ'東京に写真
館を開鋼隠する

明治"写"90唱)-

ハりつッドで映画線E去のカメラマンとして働〈とと
もに、ピクトリアリズムと呼ばれる作a誌を姐彫する
ようになる

明治43'手(1910)頃~

大正9年(1920)-

上
回
出
身
で
、
ア
メ
リ
カ
で
写
真

家
と
し
て
活
躍
し
た
ハ
リ

l
-
K
・シ

ゲ
タ
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
日

日
聞
の
日
程
で
ア
メ
リ
カ

4
都
市

〔
ワ
シ
ン
ト
ン

D

C

、
ミ
ネ
ア
ポ

リ
ス
、
シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
)

を
訪
問
し
ま
し
た
。

現
在
上
回
市
は
、
y
ゲ
タ
本
人
が

持
っ
て
い
た
シ
ゲ
タ
の
写
真
や
賓
料

等

1
5
0
0点
の
寄
贈
を
畳
け
、
保

管
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
シ
ゲ
タ

の
芸
術
観
や
人
物
曲
を
知
る
に
は
格

好
の
材
料
で
す
。
シ
ゲ
タ
は
国
際
的

に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
シ
ゲ
タ

を
紹
介
す
る
こ
と
は
市
民
の
皆
さ
ん

シカゴに移り、モフェットスタシーォで・く

シカコに カメラクラブの仲間であるジョージー p.
ライトど共岡し、シゲタ ーライトスタジオを股立す
る

大正13年(1924)

昭和5年(1930)

日米開眼~の・e・で、シゲタ夫妻も一時、外出績
止の命を聾ける

昭和16写(1941)

シゲタ ライトスタンBオの所有様式の売却を余儀な
くさIl、会詮の所有権を失う.

シゲタ ライトスタンオの所有線式を再び手に入れ
る

ロンド Jの国際写真コンペティソヨンにおいて「濁
嘗Jが'"貨を受賞.シゲタの名が日本でも知られ
るようになる

昭和17年(1942)

昭和20年(1945)

アメリカ写魔也会名雀会員の称号を受ける.この栄
嘗，.後遺の教育とアマチ2アの育成に尽力したこと
によるものであった

昭和23年(1948)r 

や
国
内
外
の
写
真
闘
揮
者
等
も
関
心

を
持
た
れ
、
上
回
か
ら
国
際
的
に
情

報
を
発
信
す
る
絶
好
白
償
金
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
シ
ゲ
タ
は
生
涯
の
ほ

と
ん
ど
を
ア
メ
リ
カ
で
送
っ
た
白
で
、

ア
メ
リ
カ
で
白
調
査
は
必
要
不
可
欠

な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

νゲ
タ
の
略
歴
を
左
衰
の
と
お
り

紹
介
し
ま
す
(
太
宇
部
分
は
、
今
回

目
調
査
で
関
保
田
あ
る
部
分
)
。

次
回
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市

で
判
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
て

い
き
ま
す
。

写実維臆「アサヒカメラJ主催により、寮J:<と大阪
で個展が開値される。また、 ワシントンのスミソニ
アン協会の沼聞にて個展を開催し、切点が展示され
る.そのうち12作品が永久コレクションとなる〈現
在，.国立アメリカ歴史情物館に計17点が所草されて
いる)

昭和24年(1949)

昭和26年(1951)

アメリカ国碕を取得

シゲタ・ライトスタジオを亮舗.社名が「シゲタア
ソシエイツJに変わる.シゲタとライト博引き続き
.聞として会社に穫る.rシゲタアソシェイツJ祉は.
現在もシカゴで省援活動をしている

昭和29年 (1954)

昭和31年(19回)

仕司院を号l週してロザンゼルスヘ昭和総年(19岨)

文
~ 

A 

今

佳 天チ 先夫 の島
地グ立ど 兆量

作 とリ ち吾 し囲
ピス L れ 白む
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触
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落
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上
団
地
方
の
代
量
的
な
織
物
と
し

ue

z

e

 

て
、
上
回
縞
や
上
回
紬
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
こ
由
地
方
が
古
く
か
ら
聾
蚕

業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
慌
し

--iと

て
い
ま
す
が
、
紬
は
生
糸
の
と
れ
な

4
1
:た

い
屑
繭
を
真
綿
に
し
て
、
さ
ら
に
手

間
暇
か
け
て

一
本
白
糸
に
縦
吉
出
し

た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
田
中
ご
ろ

に
は
、
無
地
の
軸
織
り
を
上
回
紬
と

k
t
 

呼
び
、
縞
柄
の
紬
織
り
を
上
回
縞
と

呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
文
学
作
品
に
も
、
し

ば
し
ば
こ
の
上
回
縞
や
上
田
紬
申
こ

と
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

u
a
ぅ・
a令

貞
享
5
年

(
1
6
8
8
)
に
出
版
さ
れ

た
井
原
西
鶴
の

司
日
本
永
代
蔵
』
に

は、

「
上
田
島
(
縞
)
の
羽
織
」
を
普

た
男
が
葺
場
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た

-zaう
b

草
和
3
年

(
1
8
0
3
)
白
十
返
舎
一
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九
白

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

に
も

つ
つ
え
だ
白
小
そ
で
」
を
岩
た
女
性

が
畳
場
し
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
は
上
回
縞
や
上
田
軸
は

上
田
地
方
自
名
産
と
し
て
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

O 

と
こ
ろ
で
、
上
回
縞
・
上
回
軸
に

関
す
る
記
録
で
最
も
古
い
史
料
は
、

今
白
と
こ
ろ
寛
文
4
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反
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と
記
載
さ
れ
た
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す
。

こ
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「上
ケ
縞
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上
納
と
か
買
い

上
げ
の
嶋
(縞
)
と
い
う
こ
と
で
、
上

回
藩
に
納
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
当
時
の
上
回
藩
主
は
真
田
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と
交
代
し
た
仙
石
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で
す
が
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こ
の

仙
石
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は
上
回
に
入
っ
て
す
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に
上

回
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由
大
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に
取
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か
か
っ
た
り

し
て
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財
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か
っ
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内
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一
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た
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物
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励
政
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縞
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紬
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い
て
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に
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れ
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っ
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。
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農
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の
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し
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ら
れ
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の
で
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人
々
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ら
れ
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縞
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し
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が
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光
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。
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第
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小

山
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郎
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ま
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に
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謝
の
有
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知
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国

分

樋

口
か
つ
子

珍
客
へ
ま
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ご
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と
新
華
点
て

佳

作
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新

小
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岡
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中

村
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情
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蒼
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ニ
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足
と
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白
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ぐ
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匡
者
知
ら
ず

御

所

手

間

保

利

勝
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し
ぶ
り
ゴ
ル
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来

L
み
マ
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に
泣

気、F

分

直
子

メ
モ
し
て
る
チ
ラ
ン
の
中
も
句
を
摂

国

宮
沢

る

中

野

本
木

え
ほ
し
岳
ケ
ル
ン
に
春
の
石
を
宜
〈

古

里
梅
木
気
仙
児

盃
と
ド
ラ
マ
重
ね
て
も
う
傘
寿

下

郷

戸
兵
和
人

磨
い
て
も
さ
れ
ピ
齢
に
は
敵
わ
な
い

長

島

松

井

律

子

不
思
の
さ
〈
ら
見
た
く
て
新
幹
線

評
新
人
世
遇
も
心
掛
け
て
お
り
ま

す
.

選
者
吟

記
岩
目
を
造
り
上
手
な
父
の
酒

つ
な

7月号由控稿方法

はがきに短世・俳句 ・川柳の

別 氏名(ふりがな)・自治会!

名・ 電話番号を記入のうえ6月1

18日制~，晋で上田市教育垂員長正
「教育うえだ」悟("'386-0025よ;
田市実神 2-4-74)へ。 I

1J;S、作品に難しい言車があ1
る場合はふりがなをつげて<r"l 
さい。

節
子

4月16日号の俳句 富島膏子さん(岩門)の作品の「月」を「風」に町正しあ睦びします。町正とお院U
1五五 16[ 19 ) 



旧常国幼稚園は、上回メソジス卜教会(現上回新参町

教会)が開設した梅花幼稚園の分園 「常国幼稚園」とし

て明治40年 (1907)に創設されました。 常国幼稚園は、

昭和田年(1975)に廃毘と芯口、現在は‘ 力Jレディア会

上回いすみ園舎として使われていま音。

この建物は、滋賀県近江八幡市の近江兄弟社在拠点

にして全国的に学校や教会、住宅などの設計に手腕を

振るい、滋賀県の望郷小学校で有名に芯った建築家W M
ヴォ リズ(1880-1964)が、大正7年(1918:に設計し

た建築です。設計図面も残っており、そこには「信州上

田市ハート氏幼稚園」と当時の園長名力官目されてい苦す。

外壁にはスタッゴ仕上げという、ヴォーリズが好んで

用いたモルタルの壁在、コツコツと仕上げる手法が見う

れます。

ヴォーリズは、明治38年 (1905)に軽井沢在訪机て以

来、大正5年(1916)には、軽井沢夏期建築事務所在開

設して、軽井沢周辺での建築活動を盛んに行っており、

この建物は、県内に残るヴォーリズの建築作品の中でも

初期の作品です。

近代の上田市は蚕種蚕業によりその繁栄を策きま

した.市内にある近代旭築物には蚕都上悶の繁栄ぶり

が色濃く残っています.

今月から、上回市に約30ほどある近代建策摘について
その腹史などについてご紹介していく予定です.

江戸時代の大庄屋
倉沢家住宅客座敷の修理工事説明会
築地地区にある倉沢家世宅の主屋と客座敷除今か己30口年

前10理てうれた建物です。

現在、との客座般の修理をしてい

ますがその週程でさまざまな発見

がありました.

な力唱力、見ることめできえ互い屋根

の事量きの綾子拡どを、この機会に

ぜひと覧くださしL

・とき 5月25日日午前10時~

.ところ 倉五原注宅(冊目14番地)

.議師吉沢政己さん(星野県文化問保盟審議会委員)

fJ21 1f ~6!J511 fIIJ{I，イベシ f-:!Jvシダー

介護なんでも相談日(9:00-/市役所南庁舎6階) きりえ教室(9，00-/創造飽)

21 ，)く わんぱく広場(930-/憧濃国分寺史砂丘圏) 講座「市聡から学.5:J(9 :30~ /中央公民館)

乳幼児健康惨査 1緩6か月(13∞-/市役所南庁舎2階)
29 木

子育てに役立つ楓習会(12:30-/ふれあい福祉センター〕

22 木 鶴座「市総から学ぶJ(9 :30~中央公民館)
乳幼児健康診査4か月 (13，00-/市世所南庁舎 2陪)

別所温泉の散策を楽しむ会(10，00-/相染閤)
子育てに役立つ碕習会(""0-/ふれあい福祉センター)

23 金 創作舞踊 リズミカルダンス教室(19 :00~/~ t/J \学絞)
2畿児教室("'00-/市役所南庁舎2階)

量密唱歌を楽しむ会砂P.8
30 金 創作箆踊ーリズミ力ルダンス教室(19:00...../北小学校)

自然の香りを楽しむ会砂P.8
太陽の黒点を見ょう("'00-/創造館〕 上因子ども劇場砂P.12

24 I :企
ウィークエンドリザイクル(10，00-/ジャスコ上田居、

しおだ野ショッピングセンター) 申 土
星空観望会(19:30...../勧進飽)

デジタル力メラ&写真加工入門炉P.9 パソコン基本操作炉P.9

sI)所温泉歴史つォーキング世間-/相染閤) 自 上因子ども劇場砂P.12
25 日

パソコン相験室"'P.9
消費者・ 環境保讃月間配念情演会

2 月
26 月 (13"0-/上田合同FT舎6階)

火
市民セミナー 「身近な危険化学物質を知ろう」 レァィースアーチェリー教室(1900-/自然運動公圏)

27 
(13:30...../中央公民館) 3 火 関般保衛(9"0-/塩田中央保育園)

こころの栂較臼(9"0-/市唖所南庁舎6借)
親子ふれあい広場"-P.13

歯がはえたら教室(10叩-/市役所南庁舎2階)
4 水

開絞保育(9，30-/南部保育圏)

28 水 家庭教育セミナー(10:00...../中央公民館) 上因子ピも劇場炉P.12

「蔚ほう」についての相般会

(1310-/市役所南庁舎6階〉 5 木 講座「市髭から学ぶJ(9，30-/中央公民館)
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